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§１．研究成果の概要 

 
本研究は、巨大電気-磁気相関を有する界面マルチフェロイク材料を探索する新材料開発手法

の開発を目的としている。本年度は、①垂直磁化膜や様々な強磁性体からなる界面マルチフェロ

イク構造における磁気-電気結合定数の算出、②界面マルチフェロイク構造における Bayes 最適

化による界面設計、③強誘電体薄膜の高品質作製、について研究を実施した。 
谷山グループは、垂直磁化膜と強誘電体とからなる界面マルチフェロイク構造をエピタキシャル

成長、電界による磁気特性の変調効果について調査し、磁化の不揮発的な電界ヒステリシス効果

を観測することに成功した。浜屋グループは、強磁性合金と強誘電体とからなるエピタキシャル界

面マルチフェロイク構造を高品質形成することに成功し、磁化の電界スイッチング動作を実証した。

また木村グループは、強磁性合金と強誘電体とからなる界面マルチフェロイク構造に対して磁気イ

メージング法により局所的な磁気-電気結合定数の算出に成功した。以上の界面マルチフェロイク

構造において、いずれも 10-6 s/m 以上の磁気-電気結合定数を達成した。一方、合田グループは、

実験グループが実証可能な界面マルチフェロイク構造の設計を狙い、強磁性合金と強誘電体から

なる界面マルチフェロイク構造に対して、第一原理計算と Bayes 最適化を併用することで、巨大磁

気-電気結合定数を示す界面の設計を行なった。その結果、無作為な探索と比較して磁気-電気

結合定数が 56%増大した界面構造を予測することに成功した。 
以上のチーム連携研究により、巨大磁気-電気結合定数を持つ界面マルチフェロイク構造を創製

するための指針が示された。 
 

 

§２．研究実施体制 

 

（１）谷山グループ 

① 研究代表者：谷山 智康 （名古屋大学 大学院理学研究科、教授） 

② 研究項目 

・ 垂直磁化をもつ界面マルチフェロイク構造における磁気-電気結合係数の算出 

・ 面内電気分極を持つ強誘電体薄膜の高品質作製 

 

（2）合田グループ 

① 主たる共同研究者：合田 義弘 （東京工業大学 物質理工学院、准教授） 

② 研究項目 

・ 界面異種原子層組成に対する Bayes 最適化の実行 

・ 第一原理計算による磁気-電気結合の評価 

 

（3）浜屋グループ 

① 主たる共同研究者：浜屋 宏平 （大阪大学 大学院基礎工学研究科、教授） 

② 研究項目 
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・ 強誘電体上への強磁性 Heusler 合金の高品質作製 

・ 磁気光学効果を用いた磁気-電気結合効果の評価 

 

（4）木村グループ 

① 主たる共同研究者：木村 崇 （九州大学 大学院理学研究院、教授） 

② 研究項目 

・ 局所領域における磁化曲線の電界変調効果の評価 

・ 単一強誘電ドメイン上の強磁性薄膜のスピンダイナミクスの評価 
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